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支

那

工

業

の

現

狀
r:
就

て(

一)

及

恒

忠

ヒ
海
中
報
館
最
说
發
行
に
係
る
一?
戢
近
の
3£
十
¥』

は
、
項
目
の
宏
範 

な
る
點
に
於
て
資
料
の
靖
硇
な
る
點
に
於
て
’
敘
述
の
統
制
ゎ
る
點
に 

於
て
、
而
し
て
此
種
箸
錄
の
多
か
ら
ざ
る
點
！

2

於
て
、.
彻
に
桂
林
の1  

枝
な-

浼
の
--
•
篇
亦
水
#
が
鞑
錄
し
カ
る
も
の
|-
し
て
筆
者
は
楊
氏 

殺
。
能
く
支
那
エ
紫
の
現
狀
^
語
る
？
依
て
玆
1
1全
歸
^
試
み
た
り
。

-
緖

言.
：^,̂
丨

丨

、

:
へ；

支
那
を
#

む
る
者
、；每
に
支
那
は
世
界
最
古
最
火
の_. 

農
業
國
な
り
ビ
爲
す
。
::
支
那
人
亦
往
々
に
じ
て
此
を
以
，
 

.
て
自
ら
豪
£

し
、
以
爲
^
く
、
四
チ
年
以
來
農
を
以
.て 

國
を
立
つ
、
今
日
に
居
で
富
强
を
支
那
に
言
は 
>
、
其 

れ
愧
だ
農
ま
を
振
典
す
る
の
み
、
工
業
の
如
き
は
提
ず 

る
所
に
非
ず
、
諸
れ
を
他
人
に
取
る
を
妨
げ
ざ
る
な
り

H务1
M
i
i
i
i
i
i

B
H

I：
<

然
ヶ
而
し
て
支
那
歷
年
の
斜
外
質
易
を

1

魔
す
る 

に
、
每
年
商■±
の
最
大
漏;@
は
即
エ
槳
品
の
轍
入
、 

輸
出
せ
る'農
寒
品
の
：全
額
を
擧
ぐ
る
も
相
抵
す
る
に
足 

ら
ざ
る
が
爲
め
な
卜
。
光
緖
ニ
年
ょ
り
民
國
九
年
に
至 

る
四
十
五
年
間̂
於
て
、
支
那
が
輸
出
し
た
る
貨
物
は 

輸
入
せ
る

貨
物
に
比
較
し
て
足
ら
ざ
る
こ1
ニ
、
ニ
〇 

六
>
八
七
四
、
五
七
〇
海
關
雨
の
巨
額
に
し
て
"
其
の
中 

ち
エ
業
品
は
輸
入
貨
物
，の
約
西
分
の
六
十
五
を

«:
ひ
。 

乙
：の.
四
十
五
年
來
、
工
業
不
振
に
因
て
外
人
吸
收
し
た 

る
の
余
錢
は
、
已
に
ニ
、
一

 
〇
〇
、o
o
〇
、
〇
〇o
南
に 

達
し
、
其
半
數
縈
以
て
す
る
も
、
.
全
國
の
政
治
外
債
を 

償
ふ
に
足
る
な
り

(

民
國
五.
年
末
、
支
那
の
外
僙
總
额
は 

1

、
一
〇
八
、
七
七
〇
、
〇0
0元)

。
而
し
て
四
十
五
年 

を
以
て
之
を
平
均
す
れ
ば
、
每
年
の

.
金
錢
損
失
は
.、
約
四 

千
六
6|
五
十
萬
元

な̂
る
可
く
、
.之
を
以
て
膠
濟
鐵
道 

を
賈
ひ
戾
す
き
す
る
も

>  
差
^
す
る
所
は
三
西
五
十
黹 

元
に
過
ぎ
ず
、
若
し
夫
れ
最
近
十
年
の
統
計
を
^
て
平

•第
十
八
卷a

u
lK

)

1:
雜
：::

錄

安

那h

業
の
現
狀
It
就
て

第
二
鱗

七
tm，轟



第
十
八
卷a

.

三
六〕

' 

雜

錄

支
那h

業
翁
狀
は
球
て.

第
ニ
镳

七

均
す
れ
ば
ャ
工
業
：品
輸
入
の
爲
め
：に
損
失
す
る
余
錢
ば. 

X
條
の
膠
濟
鐵
道
を
貢
還
す
る
に
足
る
な
b

。
此
れ
堇 

か
に
輸
出
入
和
殺
す
る
に
足
、b
ざ
る
の
數
に
就
て
言 

ひ
ね
る
^
過
ぎ
ず
丨
て
、
每
年
輸
X

す
る
工
業
品
の
全 

額
は
碗
：か
に
上
述
の
數
字
に
八
、
九
倍
す
べ
し
。
工
業 

.
;不
振
の
：影
響
や
百
な
ら
中
^
靖
ふ.
可.
ら
ず
矣
。
夫
れ
K
 

;
は
當
に
重
ず
可
ら
終
ざ
る
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
た 

商
の
輔
な
く
ん
ば
，
獨
り
勝
b
難
き
が
故
に
、
今
日
の 

.

强
國
は
三

者

，
並
進
し
、
1
得
を
以
：て
自
ら
炬
る
を
肯
せ 

ざ
る
な
&
。
米
は
農
業
國
な
6
,。:
し
か
も
南
北
戰
爭
以 

後H

業
に
努
力
し
、
發
明
を
獎
勵
し
て
卒
ひ
に
世
界
第 

1

の
製
造
國
ど
爲
り
れ
り
户
英
は
エ
業
國
な
り
。
し
か 

も
十
九
世
紀
以
來
農
業
を
提
唱
し
て
餘
カ
を
遺
ら
令
、

三
島
の
土
地
限
ら
あ
る
に
至
つ
て
は
其
全
力
を
各
擺
地 

に

注

ぎ

、

今

は

印

度

の

茶

、
濠

洲

の

棉

"
，
仳

界

市

場

に 

一
斌
耍
の
，位

置

を

占

む

。
_

ヰ

双

見

る

.
可

し
:-
:

歐
洲
戰
帮 

以
後
は
此
の
風
益
ぃ
甚
し
く
、
給
を
外
貨
に
卯
ぎ
た
る
者

は
皆
，

一
旦
戰
事
發
生
せ
ば
必
中
や
來
源
斷
絕
の
國
雌 

を
受
く
る
を
知
6
、
爭
ふ
て
獨
人
の
故
昝
を
帥
皮
し
、 

，各
業
を
並
重
'し
、
以
て
自
衛
を
'謀
れ
9

0
故
に
：歐
戦
以： 

前

U
在
つ
.て
は
、
.各
國
の
實
業
は
國
際
分
エ
の
傾
^
を 

示
め
し
た
6
し

♦か
.、
歐
戰
以
後
は
皆
、
閉
關
自
給
の
傾 

向
を
現
は
し
た
り
。
支
那
の
農
業
ば
遠
く
米
國
に
如
か
：
 

す
、
而
し
て
エ
業
品
の
需
寒
は
相
伯
仲
す
。
從
て
國
際 

貿
為
は
給
を
人
の
處
、
殊
に
英
米
に
仰
ぐ
。
今
に
M
て 

H

業
を
典
ふ」

^
ら
んV

欲
す
る
：も
®
れ
得
可
け
ん
ー

や
, 

支
那
は
.數
千
年
來
閉
關
自
給
し
、
.海
外
尙
ほ
世
界
ぁ 

る
を
知
ら
ざ
b
き
。
明
淸
の
交
、
印
度
航
路
發
見
の
後
、 

支
那
定
西
洋
ビ
始
め
て
國
際
交
通
f

o

道
光
咸
«

の 

交
、
鸦

片

戰

學

起

て

英

佛

聯

合

軍

‘北
S

に
入
る
：。
是
れ 

支
那
が
創
を
外
力
に
受
け
た
る
の
始
め
に
し
て
、
向
時 

に
外
商
勢
カ
膨
脹
の
起
粼
な
ヶ
。
是
れ
ょ
り
し
て
後
、
列
”

强
の
武
力
侵
掠̂
經
濟
侵
掠C
は
並.
び
進
み.
、
支
那a 

共
戰
失
敗
の
後
、

之
に
繼
ぐ
に
商
戰
の
失
敗
を
以
て
せ

I
ISI
I ■ 
I

1:I i
ン

II
if
1
i i
P
I
i ：
囊：

I
p
I

I;
j

i

it
出
入.
贸

效

疏

許

を

以

て

日

：
へ
ぼ

"

彼
れ
の
/ *
* .

に
取
る
所
の
者
は
大
抵
原
料
：に
し
て
"
支
那
に
供
給
す 

ろ
所
の
者
は
多
ぐ
製
造
乱
た
る
な
ひ
广
故
に
所
謂
商
戰 

の.
失
敗
ビ
ば
實
は.H

業
戰
の
失
敗
た
り
し
な
り
o

戚
豐
:: 

同
治
办
交
V

外
人
の
機
械
始
め
て
支
那
の
重
覦
す
る
所 

ご
^ ;
り
た
る
に
、
當
時
出
大
失
は
福
に
謂
ふ
、
支
那
は 

形
而
上
の
學
に
長
じ
、
外
人
の
精
;{.
く
す
る
所
の
者
は
、
 

形
而
下
の
«

の
み
ヒ
。,
彼
の
時
"
：已
に
支
那
は
自
らH

 

麵
の
外
人
に
如
か
ざ
る
を
知
れ
る
な
し
。
典
®
悟
早
か. 

ら
t '
■€
謂
ふ
可
ら
ず
'0
し
か
も
31

十
年
來
、
エ
業
の
避 

化
幾
何
ぞ
や
。
外
貨
の
輸
入
は
&

に
日
に
增
し
た
な
の 

み『

其
闽
有
の
絲
茶
市
锻
、
：復
た
印
度
日

ホ
の
攘
奪
すy  

る
所
，s
^
b
fs
b
。
今
日
の
機
械
力
世
界
に
處
し
て
， 

全
馘
用
ゅ
る
所
の
坶
カ
數
、
，竟
び.
に
英
术
の
一.
中
等H

 

業
都
市
に
及
ば
す
。
其
事
鲁
に
恥
ず
可
く
、
其
原
因
は 

E

に
知
ら
ざ
る
可
ら
ざ
る
な
り
。

.
本
篇
論
f
る
所
の
事
實
は.

.V
同
治
元
雄
ょ
6

民
國
十 

笫
十<_
 

C

二 
二
七)

;
雜

:

錄

：

安
那H

黎
の
覌
狀

年
に
一
旦
.
る
。
實

は

新

工

業

の

誕

：生
薇
般
を
镇
^

し

以

て 

.

今
日
に
至
る
の
全
史
な
Kv
o
然
れ
r

も
月
餘
の
力
を
以 

て
六
十
年
の
史
料
を
搜
羅
す
る
は
、
其
祺
已
に
甚
だ
雛 

し
。蓋
し
國
人
向
き
に
エ
業
を
®
視
せ
ざ
り
し
を
以
て
、 

竟.
に.
琢
書
の
參
考
に
供
す
可
き
も
の
無
け
れ
ば
な
り. 

'
篇
中
の
材
料
は
、
力
め
て
能
く
#
た
る
の
#
に
就
き
篇 

-.
摘
せ
b
。
中
間
，
復
た
肺
を
病
み
て
if
l
lを
咯
す
。
漏
誤 

の
處
、
各
ず
や
甚
多
な
る
を
知
る
。
改
正
«
逍
は
饥
た 

.

#
を
異
日
に
俟
'つ
有
ら
ん
。
舊
工
業
の
觀
は
尤
も
少 

な
し
。
原
ビ
规
模
ぁ
6
た
れ
ざ
、
洪
秀
全
揚
秀

r

の 

亂
袅
、
恢
復
せ
ず
し
て
零
a

破
辟
し
、
綜
括
の
論
を
爲. 

す
に
^
す
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
今
工
業
統
t l
中
、
其
重 

一
要
な
る
も
の
を
撰
で
之
を
言
へ
ば
、
舊
X
業
の
火
勢
は 

得
て
見
る
可
し
焉
。

u

新
エ
桊
迆
化
の
時
代 

支
那
の
：新
エ
業
は"
近
く
五
十
年
間
に
進
化
し
た
り

. 

t
靡
も
、
然
か
も
其
發
源
は
：同
治
の
初
年
に
在

t
故

卜
就
て 

第
二
啟 

S
一



第

十

八

卷2

ニ
八

)

雜
，

錄

I

H

I

現
狀
に
就
•て

第
二
號

七
四

に
新
工
業
史
を
言
ふ
者
は
> 
■皆
同
治
初
年
ょ
り
始
J*
。
 

此
六
十
年
を
區
分
し
て
數
大
時
期
ど
爲
さ
ば
、
以

て

寺 

代
の
戀
遷
ど
進
化
の
®
勢
ど
を
見
るV  j

ビ
を
得
可
し
o 

支
那
次
び
外
國
の
作
者
は
、
段
落
を
分
期
す
る
に
於
て 

大
同
小
異
な
り
。
今
、
：許
衍
灼
君(

民
國
六
年
上
海
商 

務
印
«

館
發
行
の『

中
國
エ
義
沿
革
史
略』

)

，
安
原
美 

佐
雄(『

支
那
の
エ
業
ど
原
料』

)
及
雉
亜
同
文
會
編『

支 

那
の
エ
業
等
分
く
る
所
の
喵
期
を
摘
錄
す
る
に
左
の
如

し
第

一

期 

第
二
期 

’
第
三
期
：

I

第
一
期

第
•
ニ®,

第
！ニ
期
•

許
衍
灼
君 

W

嚭

t i 

辨

時
佝 

外

人

興 

業

時

代

國

人

興 

幾

咕

代

安
原
美
‘佐
雄
君 

槐

0

商

：；

外

人

興
パ
：
-

槳

時

似 

利

满

句

宣光同光光同 

統俯ニ，！!治

尔电ijiiji年年

同
：殆

7C
¥. 

光
輯
ニ
十
¥- 

.
光
緖
一
一
十
；一¥ 

同
ニ
十
九
平 

先
緖
三
十r^

收:

時丨

代f
細

統4

S

包
括
年
數 

三

十

年 

..
九
：
ケ
年 

七

ヶ

年 

包
括
牢
數 

三
十
ヶ
年 

.
九
..ケ
年 

七

ケ

非

第

四

期

龍

，f

 f

苹
，命
以
後
、
十

ヶ

年 

:

『

支

那

の

エ

業

』

.

第

一

期
前
表
に
同
じ 

第
一一

期

前

表

.に
同
じ

雪

期

r

嘯
：I'

 

l
_

f

第

四

期f

 _
 
« g

國

7&
^

以
上,
 
一一

I#

分
く
る
所
の
時
期
、
大
に
相
同
じ
き
を 

致

す

惟

-た

名

稱

略

ぼ

異
な
る
の
み
。
第
四
期
の
包
括 

す
る
年
數
は
'、作
書
の
缠
年
に
因
て
闾
じ
か
ら
ず
、遂
に 

各
々
異
な
れ
ご
も
、
然
が
も
皆
民
國
元
年
ょ
6
起
り
て 

作
«*
の
時
に
及
へ
り
。若
しr

り
伸
し
て
今
日
に
里
れ
ば
、
 

皆
十
年
な
り
。
每
期
包
括
す
る
年
数
に
就
て
之
を
觀
れ 

ば
な 
一»

は「

延
長
に.
失
し
、
其
名
稱
も
亦
太
だ
籠
統
な

り
。
今
、
改

め

て

ニ

期

墓

无

。
其
他
の
時
期
の
名

稱
も
略
ぼ
增
改
し
て
合
計
五
期
を
#

た
り
、
左
の
如
し

饴

槳軍 

時用 

期:!:

同

治
7c
¥ 

光

緖

七
雄

す
年

辨官

時督 

代商

紫外

時人

殷自，刺政

_  fi
期 發時励代姆 :期 及 '
同设宣祀同祀同光

十國統竺ニ竺ニ緖

元 三t. 十八 
年：f|i句1や年年印率

第
二
期 

■
1

期 

第
四
期 

i

五
期
‘

;'
*
.
軍
用H

業
時
期.

：

v
v
;

B
人
機
械
の
变
那
に
入
り
れ
る
最
初
の
も
の
は
"
天 

文
儀
器
の
類

約
十
三
华 

約

A

年 

一
約
九
年 

約
‘十
年

•
し
て
、
明
以
前
^
に
之
を
有
し
た
り
0 

明
代
の
西
徽
師
利
瑪
資.
湯
若
望
輩
の.
如
き
は
、
皆
能
く 

儀
器
を
製
し
、
其
精
，巧
は
往
々
朝
财
の
賞
嘆
す
る
，所
な 

^
し
が
、
然
か
も
其
興
國：

民
生
，に
W
す
る
無
き

を

以
て
、 

見
る
者
多
く
淫
巧
を
以
て
之
を
忽
に
せ
h
。
故
に
[f
t

造 

の
心
生
せ
ざ
む
し
な
ら
。
洪
揚
の
，役
に
及
び
、
兩
軍
皆 

W

人
の
參
敝
あ
ら
て
所
謂『

涕
槍
隊
^
鐡
®
^)

な
る
も 

の
、
始
め
，で
支
那
の
戰
場
に
現
は
れ
"
西
人
機
槭
の
利
、 

大
に
彰
は
れ
た
り
。
當
時
淸
室
の
爲
め
に
盡
カ
し
た
る 

者
、
米
の
華
爾
、
英
の
戈
益
の
如
く
、
皆
能
く
西
徉
式

第
十
八
卷(

ニ
ニ
九)

' 

雜

統
砲
軍
艦
を
用
ひ
た
る
を
以
て
、
重
き
を
當
窟
に
見
は 

f

中
典
の
諸
^

，西
器
の
勝.
を
制
す
る
を
目
撃
し
、
 

終
に
軍
艦
诹
器
を
倣
造
す
る
の
擧
を
有
し
た
り
。
此
れ 

.
光
緖
年
間
新
工
業
を
提
唱
し
た
る
所
以
に
し
て
、
彫
も 

之
に
力
め
た
る
大
官
は
、
皆
中
興
の
名
ほ
た
る
な
り
。
 

鴉
片
の
戦
、
英
佛
聯
合
軍
北
京
に
入
る
や
"

支
那
¥
隊 

之
に
當
て
輙
ち
敗
れ
ッ 
'長
願
しV

直
に
入
れ
る
こ
$
無 

人
の
境
を
過
ぐ
る
が
如
し
。
政
府
は
創
傷
の
餘
b
、
辱 

.
を
受
彳
る
の
故
は
、
實
にM

器
の
陳
舊
に
由
れ
る
を
知
：
 

h
、
痛
ん
で
宠
め
患
，ふ.
て.
痛
み
、
遂
に
麻
洋
式
取
エ
を 

大
に
興
す
の
決
心
を
有
し
た
り
。
同
治
末.
年
、
光
緖
初 

年
の
疆
吏
朝
炬
に
し
て
、
凡
そ
章
奏
し
て
軍H

を
擧
辨 

甘
ん
€

し
た
る
も
の
は
、
多
く
國
恥
を
以
て
言w

爲
し 

た
6

。
見
る
可
し
當
時
君
臣9

:

心
理
を
。
故
に
支
那
の 

新
エ
業
ば
軍
エ
に
濫
'腺.
し
た
る
も
の.
に
し
て
、
®
H 3

 

勃
興
せ
る
所
以
の.
故
は
、(

一
)

洪
揚
の
役
に
西
入
の
銃 

砲
軍
艦
の
益
を
得
た
る
^
、(

ニ
}
»
か
戰
爭
に
西
人
の

錄

交

那H

槊
の
現
狀
に
就
て 

.

第
.ニ

雛

七
双



第
十
入
卷
c

i

9

雜

錄

蟲

ェ

繁

の

現

又

第
二
啟

七
八

鍊
砲
軍
册

：
の
.
福

を

受

け

た

る

ど
に
ぬ
、る
な
ト
。
而
し
て 

軍
用.
工

業

時

代

は

最

も

長

く
’
同
治
元
年
ょ
り
光
.緖
七 

年

に

至

る

凡

そ

一

一

十

年

な

今

日
の
規
模
偉
大な
る 

兵

遍

"

造

船

厥

は

多

く

此

ー

一

十

年

の

内

に

成

れ

る

も 

の
。
其
要
な
る
も
の
を
擇
ん
で
言
へ
ば
、
同
治
四
年
配 

國
髒
の
設
け
た
る『

江

南

造

傷』

の
如
き
、
五
年
左
宗 

棠
の
設
け
た
る『

福
州
船
政
局』
の
如
き
、
六
年
李
鴻 

章
の
設
け
た
る『

江
南
製
造
局J

,
の
如
き
、
光
緖
三
年 

丁
寶
桢
が
設
け.
た
る
W
四
川
兵
工
廠』

.
の
如
き
、
皆
國 

內
重
要
の
軍
用
ェ
蔽
た
り
,°
:
:
:
:

摺
の
中
、『

數
十
年
後
、
農
.
®
は
必
ず
洋
機
を
倣
造
し
て 

利
益
を
求.
む
る
者
有
ら
ん』

て
ふ
龉
ぁ
り
。
又
辟
福
成 

の『

治
平
六
策』

の
奏
疏
中
に
も
、
製
器
造
船
を
獎
_
す 

る
ニ
條
ぁ
り
。
其
眼
光
遠
が.
ら

中

ビ

謂

，ふ

可

ら

す

。

軍
用
エ

業

は

新

エ

業

へ

の

先

進

た

な
S
雖

も

，

然

か

も
 

其
成
效
の
劣
は
、
遠
く
始
創
者
の
意
料
の
^ '
'

に
出
ず
。
 

淸
佛
戦
淨

、
日
淸
戰
•

等
、支
那

は

旣

に

屢
 

< 戦

て
屢

彡
 

敗
れ
、
拳
匪
の
亂
>
.
復
た
八
國
聯
軍
入
京
の
奇
辱
を
受 

け
、
國
恥

未

だ
©
，
が

す

し
て
反
て
日

に
增
し
、
終
ひ
に
習 

慣

に

且
つ
て
自

然
^
成
れ
り
。
亦
大
に
悲
し
む
可
し
。

出
時
期
に
現
は
，れ
た
る
新
政
は
、
曾
國
藩
、.
李

鴻

章
—

其
故
を
推
殷
せ
ば
，
效
法
、
底
'に
澈
せ
ざ
る
0

§
な 

等
が
”
幼
®
を
遺
送
し
て
■
外
に
留
學
せ
し
め.
た
る
が|
り
。
軍
器
汽
船
を
製
造
す
る
に
：、
•燥
に
僅
に
爾
人
の
機 

一
.
如
く
、
或
は
李
®
章
が
天
律
に『

水
師
學
堂J

を
開
課
し.
：

1
器
を
購
入
し
、
西
人
技
士
を
：用
ひ
、
零

の

支

那

エ 

た
る
が
如
く
"

皆
取
H
0
人
材
を
造
る
を
以
て
目
的V

J

頭
、
工
人
を
訓
練
し
"
而
し
て
總
辨
す
る
の
火
權
を
之 

爲
し
た
る
も
の
に
し
で
>;
赏
時
の
朝
©
は
商
品
を
製
造
に
委
す
ミ

も
、
不
學
無
術
の
官
僚
の
能
く
效
を
收
む
る 

す
るH

:

業
に
は
絕
え
て
注
意
す
る
も
の
な.
か
り
き
。
惟
\

所
な
ら
ん
や
。
必
中
同
時
に
、
£
本

の

科

學

程

の
. 

だ
李
鴻
章
が
江
南
製
造
局
の
開
設.
に
就
き
上
’蕤
せ
る
#

陳
理
ヒ
を
講
求
し
て
、_

立
の
人
材
を
造
ら
ば
>
 
乃
ち

£
圓

1i

I
1|
S
1
1
1
I
1
麗

!
I

S
J
.
W
.

陳
を
推
し
、
新
を
出
し
>

應
變
不
窮
な
る
可
し
。
此
れ
，
 

賞
當
時
の
官
班
の
知
る
所
な
ら
ん
，や
。
'而
し
て
今
日 

の
官
斑
も
恐
ら
く
未
だ
此
をI

I

る
に
足
ら
ざ
る
f
 
o 

然
り
ど
雖
も
支
那
の
兵H

職
は
外
恥
を
雪
ぐ
に
足
ら
す 

し
て
、
內
爭
を
助
く
る
に
餘
ぁ
0
。
今
m
M
隸
窣
天
の 

徒
、
方
さ
に
各
ぶ
兵
工
廠
を
擁
し
、
以
て
自
ら
豪w

す
。
 

此
れ
又
、
#
國
薇
左
宗
棠
齓
人
の
始
め
に
料
ふ
て
及
ば 

W

る
所
な
b
矣)

:.
:
:官
督
商
,
時
期

,

光

緖

：八
年
ょ
ぅ
一

1
十
年
に
至
る
:±
1
1年
間
は
、
:官
督 

商
辨
X
業
時
期
t

爲
す
。光
緖
八
年
を
以
て
始
む
る
は
" 

此
年
李
鴻
摩
"
上
海
に『

機
器
織
布
^』」

を
試
辨
し
、其
：
 

製
造
品
は
I上
海
海
關
芷
稅
を
支
拂
は
气
內
地
の
薇
桃 

は1

概
に
免
除
す
可
き
こW

を

奏

請

し

、.■
•
實

に

官

辨

エ 

業
の
先
河
を
開
き
、
國
貨
免
稅
の
劍
例
を
立
て
た
れ
ば 

機
器
薇
布
局
は
光
緖
十
六
年
に
至
i

始
め
て 

»

備
を
實
行
し
"
十
九
年
工
場
火
に
燬
け
、
卒
に
未
だ

:

第
十
八
餘c

jls
}

雜錄支那

:1
:
衆
の
现
狀

成
立
せ
ざ
り
しV

J

雖
も
、
新
エ
業
進
化
史
に
在
り
て
、
 

要
す
る
に
空
前
の
擧
€
爲
す
。
李
氏
の
功
や
沒
す
可
ら 

ざ
る
な
り
。官
辨
エ
業
に
し
て
此
れ
に
先
立
つ
も

の

は

、 

尙
ほ
左
宗
棠
が
甘
肅
に
在
り
.て
設
立
せ
る
織
呢
機
器
廠 

(

毛
織
工
業)

——

光
緖
四
年——

あ
り
。
惟
だ
時
期
尙 

早
、
甘
肅
の
地
亦
邊
#
"
:

故
に
影
響
甚
だ
小
に
し
て
、
 

新
工
業
を
談
中
る
者
幾
ざ
此
事
あ
る
を
知
ら
ず
。
然
れ 

I.  

V

も
若
し
商
品
工
業
の
創
辨
を
論
す
れ
ば
"
終
に
左
を 

I

推
し
て
第
一
人
e

爲
す
»r
し

。

ヾ

」

も

め
れ
、
此
時
期
の 

|

Xゝ

業
は
、.
興
始
め
大
抵
官
辨
に
し
て
，
繼
ぃ
で
成
績
の 

失
敗
に
因
り
、
漸
く
改
め
：て
官
督
商
辨
g

爲
り
f t
6
な 

t

を
の
改
ま
り
て
商
辨V

J

な
れ
る.
の
期
は
、
大
低
光 

•
緖
二
十
年
以
後
の
こV

J

な-
^

官
辨
エ
業
の
功
ほ
は
李
®
«

に
し
て
、
外
に
當
に
張.• 

之
：洞
を
推
す
可
く
、李
が
發.
起
せ
；る
所
の
實
業
は
、航
業 

(

招
商
s

m

報(

北
洋
電
報
局)

を
以
て
最
重
耍
ど
し
、. 

製
造
X
業

：は
：
僅

.に

織

®
周
あ
る
の
み
。
張
は
廣
東
に
在 

-

f 

m
r

i
m

セ

七•



第
十
八
怨
2

三
？ }〕

帷

絡

支

那

H

梁
の
現
狀LL#

て 

第
ti :
七
八

り
て
も
、
湖
北
に
在
り
て
も
、
織
布
ノ
媒
鏹
を
銳
意
提 

唱

し

た

漢

陽
0 |
鐡
敗
局
、
' 武
昌
の
織
布
、紡
績
、
製 

麻
、
S

絲
の
四
局
は
规
模
の
大
、
計
劃
の
周
に
於
て
、
 

數
十
牮
後
^
雖
も
宋
だ
能
く
其
後
座
を
步
ゆ
ひ
者
^
ら 

ず
。
悄
し
む
ら
く
は
用
ゆ
る
所
人
に
#
ず
、
利
を
興
す 

能
は
中
し
て
反
て
外
資
轍
入
の
階
ビ
な
る
。
亦
支
那
新 

X
業
の
大
不
幸
な
り
。

本
期
中
、
官
商
合
辨
の
X
業
あ
^V、
上
海
道
の
唐
松 

耑
設
く
る
所
の『

機
器
紡
紗
周』

(

紡
績
周)
の
如
し
。

又

、

原
じ
め
宵
#
商
辨
を
擬
し
て
、
終
ひ
に
資
本
の
不 

足
に
0
\

改
め
て
完
全
に
商
辨

ビ

爲

し

た

る

も

の

あ
 

-
b
，
：盛
宣
懷
發
起

せ

る

所

の『

_

®

#廠』

の

如

し

。

31
に
又
、
純
粹
に
泡
人
の
自
辨
し
た
る
も
の
あ
れ
、
0 

yc
椿
の
設
立
し
た
る
'■『

上_
海
源
昌
機
器
五
金
廠』

の
如
"：
 

し

,0
然
れ
^
も
大
多
數
の.
エ
廠
は
則
^
皆
皆
进
の
主
動 

た
り
し
な
办
。

宵
督
商
辦
のH

業
は
幾V」

失
敗
せ
ざ
る
な
く
、
其
變

相
の
商
辨H

廠
も
、
官
.習
未
だ
除
か
れ
ず
し
て
百
弊
叢 

生
し
，
刹
を
生
む
乙
ぜ
：鮮
な
し
。
其
失
敗
の
原
因
に
ニ 

あ
り
、U

)

官
紳
'の
萬
能
を
信
任
し
て
、
®
問
の
人
材 

を
重
せ
ざ
る
こ
ど
、(

一
一)

外
人
に
依
賴
す
る
甚
し
き
に 

過
ぎ
V
3 :
程
の
大
權
遂
に
外
人
の
輿
權
す
る
所
な
hy 

た
る
こ
ビ
。
而
し
て
其
人
は
太
®
ね
X
頭(

.
親
方
？)

の 

流
ど
な
り
、
月.
に
多
金
を
得v

本
國
に
在
る
以
上
の
生 

活
を
爲
し
、
遂
：に
百
»

、
其

亂

位

を

把

持

す

る

こ

\?
:

を

課 

り
、
其
後
支
那
に
相
當
の
人
材
有
り
^
雖
も
、
亦
取
て
之 

に
代
る
能
は
ざ
る
な
^V。

某
鐵
廠
煉
鋼
の
エ
頭
\
今
に 

至
b

て
恂
ほ
か
、
る
人
を
用
ゆ
る
は
其
例
な 

外
人
興
業
時
期 

光
緖
二
十1

年
ょ
り
ニ
十
八
年
に
¥;
る
期
間
は
、
外 

人
興
業
の
時
期
に
し
て
亦
支
那
商
覺
悟
め
時
勘
な
h 
oi 

日
淸
戰
爭
ニ
十一

年
を
以
て
終
り
、
支
那
政
府
旣
に
日 

本
に
戰
费
ニ
億
圓
を
賠
償
し
れ
り
し
が
、
更
に
逍
ら
れ 

て
為
關
條
約
を
締
結
し
、
外
人
に
許
す
に
通
商
ロ
岸
に

I

j
1

1
|

j

j1
|
|
l
|
I

I

I
1
I

I

.H

場
を
IB5
C
く
る
の
#

を
以
て
し
、

一
時
外
國
の
商
工
廠 

紛
起
じ
た
b

。
日
本
商
CD
- !-
'『

東
■
公
司』

：英
商
の『

怡 

和1
『

老
公
茂』

『

鴻
源』

：

(

現
在
は
日
本
人
買
收
し
改
め 

て
0
華
®;
續
會
社
第
二
麻
^
爲
し
允
り
V.

獨
商
の『

端 

記』
(

後
、
東
方
ど
改
む)

等
の
妨
績
エ
場
祁
繼
い

で

成
 

一
立
し
、
上
海
紡
績
業
：の
张
聲
を
爲
I
，
同
時
に
外
人
の 

支
那
に
於
け
る
エ
業
經
營
の
起
點
を
爲
し
れ
り
:0
臥
榻 

の

侧

、
；
他

人

酣

鹏

の

聲

既

に

起

り

>

支

那

商

人

亦

漸

く
 

利
權
の
放
棄
す
可
ら
冬
る
を
悟
"り
、
起
ち
て
株
式
を
募 

集
しH

礙
を
開
く
者
ぁ
分
た
り
。
光
緒
一

一
十
华
官
督
商 

辨
時
期
が
、
提
唱
す
る
も
狗
ほ
起
ら
ざ
り
し
エ
業
籀
闘 

の.
精
神
は
、
此
に
至
つ
て
外
人
の
猛
擊
を
受
け
て
、
而 

し
て
醒
め
た
6

。
蘇
州
のT

蘇
綸』

.

(

今
は
賢
通
公
同
經 

營
す
}
，
上
海
の『

大
純』

■'.
及

『

裕
源』

C

民
國
七
年
日 

本
商
買
收
し
、
改
め
て
內
外
棉
花
■
式
會
社
第
九
廠
ビ 

爲
し
れ
り)

、
無
f

一『

業
動』

.

(

今
は
福
成
公
司
經
營 

す
，

)

'等

0

紡
績
エ
厥
は
、
：：皆
支
那
紡
.續
業
の
先
進
ど
爲

り
'

亦
新
工
業
の
前
導
ぽ
鑛
b

此
時 
> 
政
府
は 

戰
敗
の
故
を
以
て
> 
ー
審
の
展
ぶ
る
莫
く
、
西
政
は
俱
に 

非
な
ら
し
が
>
朝
臣
亦
製
造
を
鈹
励
し
、富
强
を
求
め
ん 

ビ
主
張
す
る
者
め
り(

李
端
芬
が
儀
器
院
を
設
け
ん
こ 

S
を
奏
し
た
る
が
如
く)

.、成
は
西
法
は
勝
を
制
し
能
は 

3
る
を
謂
ひ
て
、.
罪
を
學
觉
"
製
造
局
等
の
無
用
に
蹄 

し
、

一
#
に
做
裁
せ

ん
こ
€

を
主
痕
す
る

者
め

り(

管 

廷
獻9

泰
議
の
如
く
H
或
は
亦
戰
敗
を
以
て
罪
を
官
辨 

の
造
船
廠
"
機
器
屈
等
の
辨
理
不
善
に
歸
し
、民
間
の
經 

營
^

主
張
す
る
考
ぁ
り
て(

褚
成
博
の
奏
議
の
如
く)

鮮 

隊
紛
紜
"
政

胂

は

エ

業

の

、
振

興

に

■
し
、
遂
にV

定
0

計 

劃
無
？

き

，
。
湖
北
の
漢
陽
鐡
廠
，
翌
ニ
十
二
年
に
®
 

宣
懷
に
由
て
公
司
を.
組
織
し
"
改
ま
b

て
商
辨
に
歸
し
、
 

張
之
洞
の
奏
議
も
、
官
辨
の
，不
經
濟
を
以
て
言
を
爲
し 

た
6
 w

雖
も
、
當
時
の
朝
論
は
：官
辨
工
業
に
對
し
多
く 

懷
疑
的
熊
度
を
懷
き
れ
る
乙
>

其
原
因
の！  

f

し
 ̂

り

。
然

れ

ざ

も

賬

氏

が

ェ

業

：を

.
提
唱
す
る
の
志
は
、未
だ-

m
十
八
怨
c

i

l
e

雜

錄

变

那

T:
幾
'の
视
狀
U
就
て

第
二
虢



/

第
十
八
卷(

ニ
三
四〕

雜
錄
嘉
涵
の
現
狀
に
就
て

甞
て
之
！

2

因
り
て
稍
し
も
挫
せ
ず
、
湖
北
ょ
6
蘇
州
に 

至

る

や

、

湖

北

時

代

に

旣

に

)!
/
^
入

を

訂

約

し

た

る

紡

績
 

機

械

を

蘇

州

に

移

し

、
以

て

蘇

州

の

紡

績

業

を

振

興

し

.、 

湖
北
に
至
り
て
は
、
エ
業
學
堂
、，勸
X

公
所
、
勸
商
公 

所
を
設
け
、
又
漢
口
上
海
に
は
商
務
周
を
設
け
て
エ
.商 

を
聯
絡
し
、
戰
造
を
講
求
し
た
む
。
此
時
期
に
於
け
る 

韁

史

の

中

"

能

く

工

業

の

®

要

な

る

を

知

全

力

を

第
二
鱗

0

接
に
福
獄
を
社
#

に
，造
る
.も
0 .
ば
、
大
生
紗
廠
ょ
ヶ
始 

ま
る
な
ら
。
張
氏
が
經
營
を
締
造
す
る
の
艱
雛
は
、
其 

著

す

所

の

『

經

瑰

大

生

：妙

廐
1

1

年
之
歷
史J

に
詳
載 

せ
り
工
業
&

の
中
、
鸾
翁
す
可
&

文
学
た
り
。

商
務
印
書
館
は
ニ
十
H
年
に.
成
立.
し
、
麗
粹
芳
V
鮑 

咸
恩
、雕
咸
昌
、高
鳳
池
等
創
辨
す
。
其
始
め
规
模
甚
だ 

小
、
一一苹
の
後
火
に
«

け.
/2
彡
o 

二
十
九
年
日
文
資
.を

以

て

提

唱

せ

る

者

、
，
張

.
氏
，は
當
さ
に
首
じ
め
に】

指
を
合
せ
て
重
興
し
^
り
し
•か
"
復
た
張-
兀
濟
、
取
^
7

加
\
 

屈
す
可
し
矣
。
 

|  

、

此
時
期
に
於
て
一
つ
の
最
も
紀
念
す

る
に
^

る
事
あ

\ 

.

j

日
本
.側
株
式
を
完
全
に
囘
收
す
。是
よ
り 

一
£::十
11
1

,支

ち
。
即
ち
南
通
州
の『

大
生
®
廠
K

上
海
め
商
双 

印
#

館
^:
が
、
皆
此
時
期
の
中
に
成
立
し
た
る
こ
ど
な 

ぅ

0
火
生
は一

1

十
一
年
に
®]
'

め
て
議
せ
ら
れ
，

ニ
十
四 

年
に
開
辨
す
。
用
ゆ
る
所
の
紡
機
は
兩
湖
總
督

(

張

之

 

洞)

，
の

蘇

州

に

移

し

た

る

も

の

に

ー

て

、

株

式

の

慕

集

V 

«

業
の
管
理
は
皆
張
*
0

4
手
：に
由
て
成
り
、
南
通
州 

新
«?
,業
の
2£
礎
を
®.
す
。
支
那
の
!
業
に
し
て
饱
く 
V

I

す
る
を
#

て
、
營
業
大
に
發
懑
せ
&
 o
lfn

丨

一

ー
银
農
工
商 

\

部
にs

册
し(

登
錄y

純
棘
の
支
那.
公
：司
^
へ
す
、復
た

ll
!
I

I
s
卜

1

那

印

刷

業

の

牛

耳

を

執

り

、
誠

，に
.
支

那

實

業

界

の

好

揽 

範
な
ぅ
。人
有
り
、
該
館
曾
て
日
資
を
用
ひ
た
る
を
以
て 

•
r
窆
爲
す
。
免
ら
ず
、
日
支
合
辨
の
實
業
^

だ
多
モ
も
、 

能
く
該
館
の
泥
に
出
で
ゝ
染
ま
ず
、
卒
に
囘
收
し

て

均 

辨
す
る
が
如
き
者
は
、
如
例
ば
炉
0
多
く
得
可
き
か
を
。
 

0
^
i£
t:
該 
<2
5
0之
に
‘及
ぶ 

ら

^

り
し
の
®

o

a

•
 

t
 

-
I
- 

J
c 
<9
 

*
n 

— 

n
. 

yiv 

t 

I 

f 

.

政
府
の
エ
業
獎
麵
政
策
は
？
此
時
湖
の
中
葉
旣
に
其 

端
を
開
き
た
り
。
ニ
十
四
年
總
理
各
國
事
務
衙
1
:
は 

『

獎
勵
新
學
新
法
章
程』

を
定
め
、
ル
そ

m
用
の
船
械 

を
發
明
也
る
者
に
は
、
し
特
賞
を
頒.
ち
、
且
づ
^
利
五
十 

¥

ビ
レ(

專
寶
特
許
的
利
益
か
？
0
、|;
日
用
の
新
^
^
 

駿
明
せ
る
者
に
は
、.
X
部
郞
中
の
官
職
を
給
し
、
且
つ 

«

利
三
十
準
6

し
、' :
西
器
0
製
法
未
だ
支
那
に
入
ら
ざ 

る
l

の

を

做
^

せ
，
る

者

に

は
、.
エ
部
主
事
の
職
を
給 

し
、
見
つ
專
利
十
年
ど
し
た
り
。
當
時
朝
野
は
通
商
口 

.
岸

、
，
外

人

め

エ

場

日

に

多

&

を
增
す
を
見
、
經
濟
1S
國 

の
禍
，
日
に
a

る.
^
知
^V、

國
內
エ
業
を
提
唱
す
る
に
非 

れ
ば
抵
制
す
る
に
足
ら
す
ビ
爲
し
、.
所
謂
',

『

洋
商
改
造 

出
貨{?

:

の
恐
璐
を
惹
起
し..(«

少
。T

獎
勵
新
法
章
程』

政
府
の
エ
業
獎
勵
時
期
及
び
利
權 

囘
收
時
期：

丨
光
緖
ニ
十
九
年
ょ
b
宣
統
三
年
に
至
る
ま
で
は
、
政 

府
が
3 :
業
を
獎
«

す
る
に
*

も
力
め
た
る
時
代
な
り
。. 

日
淸
戰
赞
の
後
、a

ぐ
に
寧
匪
の
«1
を
以
1 :
し
、聯
合
軍 

北

京

に

入

り

、
政
：府

0 :
武
ヵ
；復
仇
の
念
、此
に
至
h
つ
て
殆 

V」

完
全
し
絕
望
す
。
同
時
に
日
本
へ
の.
賠
款11

億
离
元 

s
i,

列
國
へ
の
賠
款
四
@
五
千
萵
兩
ど
の
負
擔
を
增
し 

此
時
の
支
那
は
單
に
國
威
地
を
掃
ら
ひ
た
る
の
み
な
ら 

3

經
濟
も
亦
破
產
に
頻
し
た
り
。
而
し
て
外
人
のH

.  

商
侵
略
の
勢
力
は
、
深
ぐ
支
那
0
腹
心
K
A
>

た
^V

し
、 

か
ば
、.
政
府
此
に
至
ゲ
て
始
め(

て
愦
然
ぜ
0
^

大
儕
し
、 

盡
6

舊

日

の

練

兵

の

主

張

を

棄

で

、

全

カ

を

ェ

^

^

を

は
實
に
此
の
時
期
は
於
け
る
外
商
の
勢
ヵ
膨
脹
<>
)
反

響
|

振
興
す
る
に.
注
ぎ
^
:!
).
0
,
振

貝

子
4
載

振)

，
遂

__に

牝

時
 

■f
t
る

な

力

。!,
'
:
今

は

外

人

の

工

場

方

に

日

に
增
す
の
み

。

に
於
て
、
歐
米
日
本
に
實
業
を
考
察
す
る
に
派
遺
せ
ら 

而
し
：て
支
那
人
亦
空
し
べ
昆
慣
丄
>
視
て
睹
る
無
S

が

る

c
:ee.
に.
し

て

歸

り

、東
西
各
國
が
實
業
を
振
興
す.
る

の 

如
^
矣
。
：
.
,
,
 

利
及
び
獎
勵
の
方
法
を
力
言
す
。
光
緖1

:1

十
九
年
七
月

.

第
十
八
卷
a
}

H
3t〕

：：

雜
.

錄

交

那H

業
の
現
狀
K1
就
て 

第
二
鱗 

八】



苹

§
 

C  
ニ
讓)

雜

錄

泰

$
:
の

糜

緣

H
政
府M
遂
に
商
部(

三
十
ニ
年
改
め
て
農
エ
商
部
€
な 

S

を

設
.|
?

、
載
振
を
以
て
命
書
v

:u
、
陳
璧
：
伍
廷 

芳
を
左
右
篇
ぞ
爲
し
、：商
律
^
商
法)

：及
公
司
註
册 

章
程「(

會
祉
登
錄
规
則)

；
を
奏
定
，し
忙
束
か
く
て：：1

 

時
/'
"
官
斑
上
^
提
喂
1>
'

>:

紳
商
卞
に
響
應
じ
，
權
利
を 

囘
收
す
る
の
聲
洋
^
し
て
國
內
^
溢

れ
::
>

風
起
$
雲
湧 

§
、：

：

朝
野
皆
振
作
®
精
神
^

有
t

^.
ヴ

:v
°
l 
二.
十.I.#

米 

_

は
支
那
勢
働
者
を
禁
此
し
穴
る
に_

令
、
復
れ
米
貨 

を
拼
坨
す
る
^
擧
ぁ
办
。
國
貨
を
提
鳴
す
る.
の
11
>
>'
8

第U

鱗

A

之
と
を
鼓_

1>
?
學
部
は
：留
學
生
を
試
驗
し
て
、
：、:1
;
商 

利

進

士

て

ふ

學

位

を

：設

找

，

.
隹

十

笠

年

に

は

^
農

エ

商 

部
が
、.『

華
商
辨
理
實
業
爵
賞
章
程』

；
.
を
褰
r

し
、- 

萬tR

以
上
の
實
業
を
辨
ず
る
者
に.
は
男
爵
を
賞
し
、一 .4

.  

千
萬
元
以
土
奴
者
は
は
承
爵
を
賞
す
る
事
笆
L
M
6 

が
如
X
，'
«
統|

i -
K
は
、
S,

友

、
.爾

京

ド

於

尤

南

洋
 

勸
業
會
妒
擧
行
し
^

冬

が

如

、ぐ

、

」

：
皆

六

十̂
:

僅

か

：に 

見

る

の

盛

業

炝

中

興

の

名

B i
曾g

藩

は
:>
僅

に

侯
 

爵
€
賞_
せ
&,
れ
:>.
李

鴻

章

ほ

：

.
_

に
過
ぎ
ず
，
其
餘
0

ハ
/1 „  

» 

I 

d
f
l.1X1  

%yf
 -
3 

M 

If 

-
3 

^

て
以
で
益4
く
、
#
時
の
友
那0
實

業

は

督

の

初\

西
戰
功I
、
寬s

f
望
S
可
I
ち
じ
者
有

め
て
#

る
が
如
く
、
前
途
の
希
望
芷
に
復
れ
鄭
る
‘無
か 

K
v
s
.
> 

:

此
時
期
に
於
け
る
重
要
な
る
提
唱
事
業
は
三
十1'

年 

に
裳
世
凱
天
雜
に
'『 H

»

總
屈』

を
，設
た「

る
が
* 1
.
<
、
商 

部
亦
京
邮L

T
『

歡

エ

酿

列

所

』

：：
を

、

(

各
省
に
禽
竣
實
業 

學
^
を
奏
睛
し
た
る
が
如
く
、

三
十
ーj

^

i:
は
‘ V
.
商
部 

『

爽
給
商
a
摩
程
；̂
が

葵

定

し

f:
、
新
器
を
製
造
す
る

り
だ
h
L '
が
1
.
今
は
J5
t>
'
子
男
等
の
爵
钇
以
て
、
實
業 

を
創
辨
す
る
H.

f 

數
中
®

を
賤
し
む
.の
陋 

習
勢
：

一

掃
し
te
灰
•
°
斯
れ
：誠.
に.
稀
#

の
：創

擧

に

し

で
、
；. 

吾

人

此.に

於

で'>
;
當

時

淸©

の.
治

を

望

む

ね
.
切

な6

し 

を_

ぜ

ざ'る

を

得

ざ

る̂'
灰

：。

而U
て

南

洋

.勸

紫

會

を
 

以
て
論
す
れ
紱
:>
親
梭
の
宏
大
、
收
羅
の
精
備
'
遠
康

■

與

も

成

辱

^
程』

へ
を
奏

定

し

で

、

新&

を

製

造

す

る

諸

邮

錄#

(7
>
.冠

W
爲

す

。

今
®

%
閱

货

、
0

こ

愛

0*
ふ
本
y

勸

業

を

以

て

心

す

こ
；
/

J
©

方
其
人
の
如 

き
潑
あ
ら
：ん
.，乎

。

江
河
は
日
に
下
る
。
亦
慨
す
可
じ
矣

、
、「

近

世

書

家

論

'

」

第

1
.1

卷

ょ

リ

' 

■

.-.
.「

建

築

の

七

燈

じ
(:
:
_

ぢ

迄

(

ニ
、完
：

)

: '
,

ジ
-̂

ンぃ*
ラ
：
ス
：
：キ

メ

傅

續

竭

0 :
ニ
片
，
:

'

.

.

、
~ 

.

.

.

.

.

. . 

' .
 

.r

.ニ
 

.：
 

.

.

. 

...：
 V

.

.■■
!
.
' 

.

.

::
:.
. 
■
 

:
. 

■ 

■
;
:
:

‘

奥

井

復

太

MR
.

• 

: 

. 

.

.

.
:
. 

.

'

:

:

.

.
r
.
:

.:

.

.
;
:.

;:
.
:
'
.
.
. 

. 

■

.

.

.E

,̂1

八

四

六

年

「

近

世«

家
論
ヒ
第
ニ
卷
：は
_
術
批
評 

に
於
け
る
ラ.
ス
キ
シ
の
權
威
を
決
淀
し
た
も.
の
、
如
く 

故
^

シ
ッ
ト
：及
び
ジ

ョ

ン

o

マ
レ
ー
の
f
ナ
ク
ル
に
於
&
 

る
彼
の
名
聲
は
同
年
の
冬
口
ッ
ク
ハ
ア
ト
を
し
て
师
論 

雜
結
-
ク
ォ
ー
タ
y 

レ
グ
ユ
I」

^
r
o
aL

in
d

sa
v

の 

s
k
:̂
c
ty
es o

f

®
e H

iso
ry

^

o

sも

自
>

;
の

w

論
寄

稿

を

彼

に

侬

賴

せ

し

ひ

る

に

至

ク

れ

。
r̂
-
o
r
d 

t
i
a
d
s
a
y

 

の
伊
太
利
艚
盡
に
關
す
る
知
識
ば
ラ
ス
キ
ン
自
か
ら

ょ
 

り.
も

®
に
深
し
ぞ

認

む

る

に

も

拘

ら

ず

彼

が

氣

遲

れ

を 

感
じ
.つ
、
此
の
壮
事
を

.引
き
受
ぐ
.る

に

至

つ
た
動
機
は 

彼
に
從
へ
ば
ニ
つ
あ

る

。
そ

の

一
は
、

彼
以
外
に
此
の 

仕
事
に
ょ
6
:遡
甘

る

人
の
な

-い
事一

一
つ
に
は
!>
嘗.
'て
あ 

.

6

し
が
如
く
又
一
フ
ス

キ
ン
が
此
評
論
に
ょ
つ
て
一
少
女 

い4 
渉
'す
る 

G
t
e
r
a
r
N

r
e
c.o
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